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令和３年１２月藤沢市議会定例会 
建設経済常任委員会における報告について 

 

１ 開催日 

 ２０２１年（令和３年）１２月１日（水） 

 

２ 質疑等について 

 質疑 答弁 

１－１ 藤沢ブランドというところにおい

て、未利用魚でもいいでしょうし、

湘南カマスとかでもいいんでしょう

けれども、何か飲食店でそういうも

のを一つ使った、例えばカマスを使

ったラーメンを作るとか、カマスを

使った天丼を統一して、それを１０

店舗とか２０店舗で独自で発想、発

展させていただくとかという取組も

面白いのかなと思うんですが、その

辺を考えはいかがでしょうか。 

 

未利用魚について、飲食店での活用という

ことでございますが、未利用魚をＰＲして

いくものの一つといたしまして、飲食店で

使用していただいてＰＲをしていくとい

うことも必要だとは考えておりますので、

今後につきまして、利用推進店となってい

る飲食店側と協議して、どのような形で未

利用魚を飲食店のほうに供給できるかと

いうところも含めて検討してまいりたい

と考えております。 

１－２ そうするとですけれども、お魚の話

だけがしたいわけではなくて、農業

のほうのお話、農産物とのコラボと

いうところもやっぱり必要なのかな

と。それで何か一つ、さっきの話の

天丼ではないですけれども、お魚と

お野菜が乗っかっているようなもの

とか、何かそういうものをつくって

も面白いのかなと。それをいわゆる

藤沢のＢ級グルメ的なものに認定し

ても面白いのかなと思うのですが、

そういうふうな考えとかというのは

どのようになっているのか、あるの

かないのかとかですね。もしあれば

お聞かせいただきたいのですが。 

 

水産物と農産物のコラボというところで

ございますが、お弁当とかそういったもの

を一体として使用した中で何かコラボし

ていくというところは、現在のところは考

えておりません。今後につきましては、利

用推進店となっている飲食店等と協議を

しながら、そのようなことができるか検討

してまいりたいと思っております。 

 農業と水産業のコラボというところに

つきましては、イベント等において、農業

は農業、水産業は水産業という単体でＰＲ

するのではなくて、水産業、畜産業一体と

なってＰＲ等もしてまいりたいと考えて

おります。 

１－３ 今その御答弁の中で取扱店のお話、

飲食店のお話があったと思います。

予算のときかなんかに僕がお願いを

した、取扱店へのインセンティブの

お話をさせていただいたと思うので

すが、その辺が今回は明記されてい

ないのかなと思うのですが、それに

ついてはどのように考えているの

藤沢産利用推進店の認定店舗へのインセ

ンティブについてでございますが、毎年、

認定更新の手続の際にアンケート調査を

実施させていただいて、店舗からの要望の

把握に努めているところでございます。そ

の中で、周知に関することや藤沢産農水産

物の入手先を教えてもらいたいとの要望

が挙がっておりますので、まず周知につき

資料１ 
資料４  
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 質疑 答弁 

か、どうなっているのかというのを

お聞かせいただければなと思いま

す。 

 

ましては、おいしい藤沢産ホームページや

フェイスブックで周知をするとともに、広

報番組で取り上げていただいたり、イベン

トの際にチラシを配布するなりしてＰＲ

を行っております。最近、食べ歩きマップ

というものも作りまして、ホテル等に配架

させていただいて好評を得ているところ

ですので、そういったものについては継続

して実施してＰＲをしてまいりたいと考

えております。 

 藤沢産農水産物の入手先情報につきま

しては、今年度から新たに一次産業者の方

の一覧をホームページに掲載いたしまし

て、入手先の情報に努めております。今後、

さらにそこにつきましては充実をさせて

いきたいと考えております。利用推進店に

つきましては、市役所の本庁舎のところで

令和３年３月、４月、あと１１月に弁当販

売等もしていただいてＰＲもしておりま

すので、そういったところも今後しっかり

とやってまいりたいと考えております。 

１－４ 今、ＰＲをしていってというふうな

御答弁があったと思うのですが、そ

れを本庁舎だけではなくて、いろん

な各種のところでやっていただくと

いうふうなものが一気に何かで広ま

るというふうな感覚でもないかなと

思っています。こつこつやらなけれ

ばいけないなと思っているのですけ

れども、その本庁舎以外でのＰＲの

場というのはどのように考えている

のか、お聞かせください。 

 

本庁舎以外のＰＲにつきましては、こうい

うコロナ禍の中でイベント等も大きなも

のというのが開催しづらいというところ

もありまして、各地域においてイベントを

開催していく必要があると思いますので、

その中で利用推進店につきましてもしっ

かりＰＲをしてまいりたいと考えており

ます。 

１－５ 資料１の（３）のところ、食育の連

携強化のところに書いてあるんです

けれども、学校の給食で取り扱うと

いうお話だと思います。学校の給食

で取り扱っていただくというのはも

ちろん大事なんですけれども、それ

と同時に、やっぱり、この間も委員

会で申し上げましたけれども、南部

の学校に北部で農業体験していただ

いて、北部の学校に漁港で水産体験

みたいな、漁業体験みたいなものを

していただくというふうな、実際に

子どもたちに体験していただくことが、そ

の先、何につながっているか分かりません

けれども、水産のことに関して興味を持っ

ていただく場にはなるというふうに考え

ております。その中で、今までイベントを

させていただいていまして、ワカメの刈取

りとか種づけ、それから、藻場を保全活動

しているＥＦＰという団体があるんです

けれども、その中でもタッチプールといっ

てお魚に触ったり、あと、漁港のイベント

としてクルージングをやったりして、水産

に触れていただくという場は設けさせて
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 質疑 答弁 

触れていただくというか、自分で何

か作業をしていただくというのがや

っぱりちょっとは地産地消にもなり

ますし、魚嫌いとかお野菜嫌いとか

の解消にもなるのかなと思います。 

 横浜の学校が１０月と１１月に漁

業体験みたいな感じで、見学ではな

くて体験をしに来ていただいたと思

います。企業さんと協力していただ

いて、漁業の組合長さんと藻場の話

だとか、海底ごみの話だとか、そし

てそのまま船に乗って、漁船に乗っ

てというふうな体験型が必要なのか

なと。藤沢でも漁港の見学みたいな

ことはやられていたというふうなお

話は聞いているんですけれども、体

験にはなっていないのかなと思って

いるのですが、その辺を子どもたち

に体験していただいて、その子ども

たちからまた親にそういうことを伝

えていただくというふうなことが必

要なのかなと思うのですが、その点

についてはいかがでしょうか。 

 

いただいています。 

 今お話がありましたけれども、小学校の

見学についても、今なかなか魚が取れてい

ない状況がありますので、荷さばきをして

いるものを見ていただくという場が少な

くなってきておりますので、そういった中

で、少し職員のほうで写真を使って、こん

な形でやっていますよとか、そういった形

の中で少しでも見ていただくものを増や

すような取組はさせていただいている状

況です。 

 

１－６ 農のほうはどうですか。 農業につきましては、こちらのほうも講座

等を開催して、収穫体験というものを実施

した中で実際に農業に触れていただくと

いうようなことは行っております。学校に

よっては、学習水田等も行っているような

ところもあるということもお聞きしてお

りますので、確かに委員御指摘のとおり、

そうやって農業に触れていただくことに

よって実際に興味を持っていただく、ま

た、それを実際に食べていただくというこ

とが必要だとは考えておりますので、その

辺につきましては、どのような形で進めら

れるかについては、教育委員会側のほうと

も検討が必要だと思いますので、引き続き

検討してまいりたいと考えております。 

１－７ 最後の質問にさせていただきたいと

思うのですが、資料１の３ページ目、

担い手の育成支援及び確保のところ

になります。こちらでうたわれてい

るのは、漁業の担い手の確保という

ふうなところがあると思うんです

外国人技能実習生につきましては、市内の

農家でも受け入れているところがあるこ

とは把握をしております。また、担い手不

足を外国人技能実習生で補っているよう

な地域もあるということは伺っておりま

すが、本市におきましては、現在、援農ボ
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が、先ほどの都市型農業の話でもあ

りました担い手に関してなんです

が、今後その担い手に関しては、漁

業とか農業とか建設業とかも全てそ

うなんですけれども、外国人の方の

考え方というところが必要になって

くるのかなと私は思っています。実

際に建設業であったりとか福祉の現

場であったりとかというところは、

もう外国人実習生が入ってきて、実

際に作業されているというか職業体

験をされているというところがある

のですが、その点について、農水さ

んとしてはどのように考えているの

かお聞かせください。 

 

ランティアや農福連携などの取組を推進

しまして、労働力の確保に努めているとと

もに、あと、新規就農者を積極的に受け入

れて担い手の確保に努めているところで

ございます。 

 外国人技能実習生を受け入れる場合に

つきましては、住まいの確保だったりとか

生活必需品の用意、そういったものがなか

なかネックになってくるようなところも

ございますので、その辺については、もし

そういう農業者の方とか漁業者の方で外

国人実習生を受け入れたいというニーズ

が高まってきたときに課題となるようで

あれば、市として何か支援等ができるかど

うか検討してまいりたいと考えておりま

す。 

１－８ 今の御答弁で、仕事として受け入れ

るのではなくて生活をしていただく

という感じで僕は今お伺いをしたと

思っているんです。仕事以外でも生

活をしていただく。住まいであった

りだとか、病院であったりとかとい

うところで、それはもう農水さんだ

けでは決められない話ですけれど

も、その辺の連携は今されているん

ですか。他の課とということです。 

 

外国人技能実習生のことについて、他の課

と何か連携をしているかと言われますと、

特に連携というものはございません。繰り

返しになりますけれども、外国人技能実習

生の住まいを受入れ側の農家が用意しな

ければいけないというところがやはり大

きなネックになってきております。ただ、

外国人技能実習生がいることによって、ふ

だんは労働力として近隣のパートの方と

かを受け入れているんですけれども、やは

りどうしても土日に出ていただける方が

いないということで、そこは外国人技能実

習生の方がいてくれると非常に助かると

いう御意見も伺っておりますので、その辺

は受入れ側の農家が要望するようであれ

ば、技能実習生についての情報については

提供させていただきたいなというふうに

考えております。 

 

２ 計画（案）の４９ページ、安全・安

心な藤沢産農産物の生産・流通体制

の整備の具体的な取組、ＧＡＰの取

組の普及ですけれども、藤沢産農産

物の安全性は消費者にとっても関心

があるところですが、このＧＡＰの

取組は、どのような生産者がどのよ

うな生産方法で作った野菜や果物な

のかなどが分かるので、安全性を保

ち向上させるために大切な取組だと

ＧＡＰとは、農業生産工程管理のことで、

農産物の安全を確保し、よりよい農業経営

を実現するために、農業生産において、食

品安全だけでなく、環境保全、労働安全等

の持続可能性を確保するための生産工程

の管理のことをいいます。ＧＡＰの取組の

中で播種、定植、収穫、出荷の記録や農薬

の使用などを確認することができる生産

履歴の記帳を行うことにより、農産物の安

全性の確保につながるものと考えており
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 質疑 答弁 

思い、進めていただきたいと思いま

す。消費者にもこの取組をさらに知

ってもらうことなども、藤沢産農産

物の価値を高め、大切かと思います

が、このＧＡＰの取組を行うことが

食の安全・安心にどのようにつなが

ってくるのか、この点、再確認させ

ていただきたいと思います。 

 

ます。また、ＧＡＰの取組を行うことによ

り、農産物の安全性だけでなく、生産管理

の向上や効率性の向上、農業者や従業員の

経営意識の向上につながるなどの効果が

ある、それで、経営の安定化につながるこ

とから、今後もＧＡＰの取組については推

進してまいりたいと考えております。 

 

３－１ 資料２の１３ページの漁業について

幾つかお聞きしたいと思います。 

 漁業については、さきの土日でマ

ルシェをやってかなりにぎわって、

あるいは松本からも産物が来て喜ば

れたというお話も聞いているんです

けれども、１３ページに水揚げ量と

書いてあるんですけれども、これは、

横須賀や小田原で取引されることか

ら市内で流通されておりませんとな

っている、この市内に流通していな

い部分もこの水揚げ量に入っている

のですか。 

 

ここに出ている１１０トンの水揚げ量は、

市内の漁港で取り上げられた水揚げ量と

なっておりまして、大楠に行っている部分

というのは、この中には入ってございませ

ん。 

 

３－２ そうすると、３５ページに未利用魚

の話が出ているんですけれども、こ

の１１０トンの中の未利用魚をこれ

から藤沢ブランドとしていこうとい

う理解でよろしいんでしょうか。 

未利用魚という定義というのはちょっと

曖昧なところがありまして、魚が多く取れ

過ぎて取引されなかったり、反対に魚が取

れない、量が集まらないことで取引がされ

なかったり、そういった形の中で未利用魚

という形になってきますので、この数値自

体が未利用魚ということではございませ

ん。なので、この取れた魚自体の量として

は１１０トンここにあるんですけれども、

この中からどれぐらいが未利用魚になっ

ているかというところは、申し訳ございま

せんが、今のところ把握はしておりませ

ん。 

 

３－３ ハマグリだとかシラスは今までいろ

いろと話題に出てきたんですけれど

も、これだと江の島カマスを確保す

るという部分はどうするのかなと思

うんですね。要は、横須賀や小田原

で江の島カマスを押さえられちゃっ

たら、江ノ島のカマスがなくなっち

ゃうのではないかなというふうにも

江の島カマスはブランド化しております

けれども、江ノ島カマスというには、片瀬

漁港で水揚げされないと江の島カマスと

いうふうになりませんので、大楠へ持って

いってしまいますと江ノ島カマスという

ふうには言えないというような状況があ

ります。市内のカマスを取引できる状況が

あればいいと思うのですが、今のところな
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思うんですけれども、その江の島カ

マスというのは確保できるんでしょ

うか。どうやって確保するんでしょ

うか。 

かなかその魚価単価も上がらないという

状況の中で大楠へ持っていっているとい

うところもございますので、今後、地産地

消の中でも、計画でうたっておりますよう

に、使っていただけるところを探しなが

ら、また、使っていただく場を設けるよう

な形の中で、江の島カマスというのがなる

べく市内で取引されるような取組を進め

ていければなというふうには考えており

ます。 

３－４ 江の島カマスはこれからだというこ

とだと思うんですけれども、５２ペ

ージ、漁業の担い手に関しては、先

ほどちょっと触れた部分があるかも

しれませんけれども、新たな担い手

の確保につながる取組というところ

がやっぱり具体的にどんなものなの

かなというふうに思うのですが、農

業だったら分かるんですけれども、

漁業でどういう取組があるのかなと

いうところについてはいかがでしょ

うか。 

 

漁業での担い手というと、なかなか難しく

イメージがしづらいところはあるかと思

うのですが、まず、藤沢の漁業、藤沢で食

べられる魚というものを知っていただく

ことが重要なのかなというふうには考え

ております。そういった意味で、水産イベ

ントとかそういったところの中で、未利用

魚も含めてどんどん魚をアピールしてい

ただく中で、魚はこんな魚がいるんだよと

いう興味を持っていただく中で担い手の

確保というのも同時に進められればなと

いうふうに思っておりますし、県のほうで

も高齢化が進んで漁業の担い手がいない

という中で、支援センターを開設しており

ますので、そういったところに協力も、ま

た御相談もしながら、漁業の担い手の確保

には努めてまいりたいというふうに考え

ております。 

３－５ 同じくその下の（オ）のテクノロジ

ー導入への支援なんですけれども、

ここも、農業に関してはいろいろと

報道でも取り上げられているんです

けれども、漁業に対してどんなテク

ノロジー導入というのが最近の流れ

になっているんでしょうか。 

 

一例でしかないんですが、水中ドローンと

いうのがありまして、例えば定置網で魚が

入っているか入っていないかを定置網の

ところにドローンで確認をして、魚が入っ

ているとか入っていないとか、あと、藻場

が今、磯焼けといってウニやアイゴなどに

よって消失しておりますので、その藻場の

状況をドローンを使って確認するとか、そ

ういった形の中でのデジタル的な活用が

今後あるのではないかというふうに考え

ております。 

 

３－６ 最後の質問ですけれども、磯焼けに

ついて聞こうと思って、５３ページ

の部分の藻場ですけれども、今、水

中ドローンの話もあったんですけれ

ども、藤沢の中で継続的に経過観察

ＥＦＰという団体が、漁業者さんなんかで

構成される団体ですけれども、藻場の保全

活動をしておりまして、国、県、市も支援

をしている形で活動しているんですけれ

ども、江の島周辺の１０ヘクタールほどの
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している藻場というと、どういうと

ころがあるのでしょうか。 

ところの藻場を今、保全とか再生に取り組

んでいます。状況とすると、ほとんど消失

してきていてあまりいい状況ではないと

いうことで、より今後力を入れていかなけ

ればいけない状況というふうに認識して

おります。 

４－１ 未利用魚の活用に当たっては、加工

品の開発ということが必要になると

考えますが、その場合、安定的な量

が必要だと思います。市内の未利用

魚の現状について伺いたいと思いま

す。 

 

市内の漁業における未利用魚についてで

すけれども、主に定置網によって漁獲され

るものとなります。時期や天候によって

日々取れる魚種やその量が一定ではござ

いません。そのため、数量や大きさが満た

ないものがあって、買い手がつかないと

か、低価格での取引というふうになってお

ります。 

４－２ その未利用魚の情報を集めて、実際

に仕入れて加工業者に結びつけると

いうようなことになるかと思うので

すが、そういうことをやる場合、企

業家の担い手が必要だと思います

が、それについては今後、誰がやる

のかということですが、どのような

取組を考えているのか伺いたいと思

います。 

未利用魚になってしまうことにつきまし

ては、量がそろえば取引されるものとか、

先ほどちょっと御答弁させていただきま

したけれども、多過ぎることで取引されな

いもの、食べるのに手間がかかってしまっ

て敬遠されてしまうものなど様々な理由

があって、また、その理由も複数にわたる

ものがあると考えております。 

未利用魚の活用に取り組んでいる事例を

参考にしますと、一定量を確保して保管す

る仕組みとか、希少価値をつける取組が重

要であると考えておりますので、ブランド

化支援の研究を行っている県の水産技術

センターや漁業協同組合と連携しながら、

市も積極的に取り組んでまいりたいと考

えております。 

４－３ 非常に量が少ないとか、そういうこ

とで神奈川県の水産技術センターと

か漁協と連携するというようなお答

えでしたが、そうすると、藤沢の片

瀬とか、片瀬漁業だけではなくて、

先ほど大楠と言いましたか、あるい

は神奈川県の三浦、これから横須賀

辺りの漁協さんとも連携するという

ようなお考えもあるのでしょうか。 

 

連携というところでは今、大楠漁協と片瀬

江ノ島の漁協さんのほうが広域浜プラン

というのを策定して実際に取り組んでお

りまして、魚価単価の向上を図る中で、漁

業者の収入向上などに取り組んでおりま

す。藤沢市漁協につきましては、組合員が

今後、高齢化になって少なくなっていく状

況もありますので、県内の漁協さんと合併

に向けた協議というのも進んでおります。 

 

４－４ 最後に、ＩＴネットワーク技術との

関連ですが、私は、小規模で分散化

しているものを集める技術というの

が今後、再生可能エネルギーもそう

ですが、ぜひとも発展させるべき技

市民農園で生産された農産物につきまし

ては、原則として販売を目的にするもので

はなく、自ら消費するものと考えておりま

すので、それを集めて販売するという考え

はありませんが、現在、大型直売所等での
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術で、私も知らないような技術がい

ろいろあるかと思っておるんです。

未利用魚というのもそういうことに

もなるだろうし、また、市民農園で

多品種少量生産、少量産品というの

を集めれば、店舗で扱えたり、ある

いは産地直送で応援する、その消費

者を結びつけるような販売もあり得

るというふうにも考えられると思う

んです。こういう技術についての今

のところの現状と今後について伺い

たいと思います。 

 

販売スタイルというのが、まさに少量多品

目を集めて店舗で販売をしているものに

なります。また、こだわりの作物を生産者

から購入できる食べチョクのような産地

ＥＣもあり、本市の生産者にも活用がされ

ております。このように大型直売所やネッ

ト販売等、様々な販売チャンネルを持つこ

とが生産者側の強みにもなりますので、市

といたしましても、売り先の情報を収集

し、生産者へ提供するとともに、生産者の

情報を市のホームページやＳＮＳに掲載

することで、実需者と結びつけられるよう

取り組んでまいりたいと考えております。 

４－５ 最後にちょっと付け足しですけれど

も、辻堂の昔からの名産物は、ハマ

ボウフウとナガラミと松露だとマツ

ノツユ、こういうふうに言われて、

昔からの高齢者はよくなじみが多い

のですが、私どもはハマボウフウの

栽培とかをやっているんですけれど

も、現地が浜とか近くのところでや

るのはいいんだけれども、自宅に帰

って植えると、そういう栽培は本当

に難しいので増えないんですね。だ

けれども、湘南の海浜植物の中には、

食べられるものとかが非常に多く

て、例えばツルナというのは、皆さ

ん御存じですかね、ホウレンソウの

ように食べられる、何回も収穫でき

るというようなものでありまして、

これなんかは私は自宅で増やしたり

できるんですけれども、そういう地

域ごとに懐かしいものというか、伝

統的な、伝説になっているようなも

のをやっぱり応援してあげるという

ようなことも必要なのではないか

と。場合によっては昔のおでんセン

ターみたいなところでレストランを

やるなんていう話も夢としてあるん

ですけれども、こういうものに光を

当てるというようなことはお考えに

ならないんですかね。何かそういう

ことは、アイデアみたいなことが今

まで上がったことはあるのでしょう

か。 

ハマボウフウにつきましては、北海道のほ

うで商業作物として生産されていること

は認識しておりますけれども、それが藤沢

市の一次産業者の所得向上に結びつくも

のであれば、そういった作物を提案してい

くということは検討してまいりたいと考

えております。 
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５ 地産地消の漁業に関連することなの

で聞いておきたいんですけれども、

小笠原諸島の海底噴火によって軽石

が大きな問題になっておりまして、

神奈川県にも軽石が到達している

と。この藤沢市においても軽石につ

いては見つかっているというような

状況があると思うんですね。この辺

について、やはり漁業に非常に影響

があるものなので、現状どの程度の

把握をされているのか、県との連携、

漁業関係者との連携がどういうこと

になっているのか、今後の対策につ

いて、そういった議論をされている

のか、そのあたりについて総括的に

お聞かせいただきたいと思います。 

 

軽石の漂流、そして県内への漂着というと

ころでございますけれども、１１月の上旬

ぐらいから県内で軽石が見つかっていま

すという報告を受けております。主に県の

ほうから、一度県のほうが情報収集をし

て、それを関係市町村のほうに情報提供と

いう形で来ておりまして、１１月１０日の

鎌倉、それから１７日にこの藤沢という形

で来ています。千葉にも来ているという形

の中で１１月末には報告がありました。 

 今、軽石が相模湾の中に大量に来ている

というところは、県の調査船なんかが確認

する中でもないというふうに伺っており

まして、漁業者さんのお話を聞く中でも、

比較的この時期は北風が強いという中で、

なかなか来ないのではないかという形の

中のお話も伺っております。仮に来た場合

という形の中で今考えているのは、沖縄の

ほうでも実施しておりますオイルフェン

スというものがある程度流入を防げるも

のと考えておりますので、今その準備に取

りかかっている状況でございます。 

 

以 上 


